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研究成果の概要（和文）：牧場経営が野生動物へ及ぼす影響を評価し、その対策を検討した。1）
牧場を利用する野生動物 12 種をカメラで確認し、2）牧場内の採草地、放牧地、林地の利用頻

度に種間差を認めた。3）牧場内のイノシシ、タヌキ、キツネの 3 種で牛用濃厚飼料の盗食を

確認し、前 2 者が飼料への高い依存を示した。4）飼料の盗食が、盗食タヌキの栄養状態、繁

殖率を向上させること、5）牛舎周囲への電気柵の設置が、これら 3 種による盗食抑制に寄与

することを実証した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The problems in ranch management that induced wild mammals 
were evaluated, and the countermeasures for them were examined. 1) A total of 12 wild 
mammals were detected with remote cameras in a ranch, and 2) the interspecific 
differences of the occurrence among meadows, pastures and woods in the ranch were 
confirmed. 3) Wild boar, raccoon dog and red fox ate concentrated cattle feed in the 
ranch. The former two species showed high dependency on the cattle feed. 4) The 
nutrient and reproductive states of the raccoon dogs eating livestock feed were 
confirmed to be heightened. 5) The installation of the electric fence surrounding the 
feed shed for cattle was proved to defend the depredation of cattle feed by these three 
species. 
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１．研究開始当初の背景 

日本の牧場には様々な野生哺乳類が生息す

る（塚田ら 2006）。牧場では、ウシを飼養す

るために草地を造成して牧草を生産し、牛舎

では濃厚飼料が給与される。これらの牧場資

源は、草食動物や雑食動物に餌資源や生息適

地を提供し、その結果、野生動物の行動や個
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体群動態に大きな影響を与えることが予想さ

れる。近年、こうした“意図せぬ餌づけ”が、

農作物や森林に多大な被害を及ぼしているニ

ホンジカ(以下、シカ）やイノシシ等の個体数

増加の一因と考えられている。しかし、放牧

地や畜舎の存在がどの野生動物に対してどの

様なプロセスにより影響を与えているかにつ

いては明らかにされておらず、適切な対策を

立てるには至っていない。 

 

２．研究の目的 

本研究では、牧場経営が野生動物へ及ぼす影

響を評価し、その対策を検討するため、以下

の５点について明らかにする。(1)牧場を利用

する動物相の把握：牧場を利用する哺乳動物

相を明らかにし、周辺環境と比較した際の特

徴を明らかにする。（2）草地の誘因効果の把

握：牧場に出没する動物種やその頻度を草地

と林地とで比較し、草地の誘因効果を明らか

にする。（3）野生動物による盗食の実態把握：

牛舎で給与される濃厚飼料を盗食する動物種

とその出没頻度を測定してその実情を把握す

ると共に、その影響下にない動物との違いを

明らかにする。（4）盗食が栄養状態に及ぼす

影響の評価：盗食を行っている野生動物を対

象に、盗食個体と非盗食個体間で脂肪の蓄積

度やリッターサイズを比較し、盗食が野生哺

乳類の栄養状態や繁殖状態に及ぼす影響を評

価する。（5）盗食防止対策法の開発：野生動

物の隠れ場となる藪の刈り払い、侵入経路と

なる獣道への介入等、牛舎周辺の環境整備を

実施し、整備前後での盗食行動の発生頻度を

比較する。また、飼槽の形状を改良し、侵入

態様に対抗できる防護柵を開発・設置するな

ど、野生動物（鳥類はのぞく）による盗食を

防止するための工夫を試み、野生個体もしく

は飼育個体を対象に盗食行動の成否を検討す

る。 

 

３．研究の方法 

（1）牧場を利用する動物相の把握 

 牧場に出没する哺乳動物相を把握するた

め、牧場内 6カ所に自動撮影カメラを設置し、

牧場に出没する野生動物を記録した。撮影さ

れた写真の外見的特徴から種判別を実施し、

牧場を利用する動物種をリストアップした。 

（2）草地の誘因効果の把握 

 牧場の土地利用形態が野生動物の牧場利

用に及ぼす影響を評価するため、牧場を利用

する主要な中大型哺乳類 9種（シカ、キツネ、

タヌキ、イノシシ、アナグマ、テン、ノウサ

ギ、ハクビシン、ツキノワグマ）について、

異なる環境（放牧地、採草地、林地）間での

出没頻度を自動撮影カメラにより比較した。 

（3）野生動物による盗食実態の把握 

 牛舎で給与される濃厚飼料の盗食行動をタ

イムラプスビデオにより記録した。また、盗

食の出現パターンの日周的・季節的特徴を自

動撮影カメラによる撮影データと比較した。 

（4）盗食が野生動物の栄養状態及ぼす影響の

評価 

 濃厚飼料の盗食が野生動物の栄養状態に及

ぼす影響を評価するため、神津牧場、島根県

大田市、島根県知夫村の３箇所で捕獲した 42

頭のタヌキを用いて、外部計測ならびに胎児

と胎盤痕による繁殖状況の確認を実施し、盗

食の有無と BMI（外部計測から算出した肥満

度）による栄養状態や繁殖状況との関係を解

析した。 

（5）盗食防止対策法の開発 

 牧草に対する盗食行動が顕著なシカを対象

に、牛の放牧がシカの牧草地への出没抑制に

効果を示すか否かについて、自動撮影カメラ

による既存データをもとに解析した。 

さらに、簡易電気柵設置による盗食防止効果

を評価するため、イノシシおよびタヌキに

よる濃厚飼料の盗食が発生している肥育

牛舎において、牛舎周囲に電気柵を設置

し、電気柵設置期間（3 反復）と非設置

期間（3 反復）を設定して電気柵設置処

理が各動物種の出没頻度に及ぼす効果を

比較した。 

 飼槽への侵入防止対策を考案するため、

飼育タヌキを用い、障害物への反応習性

を確認した。障害物（柵）の高さを変え、

無人ビデオによって侵入時の障害物への

反応を記録した。また、電牧線への接触

行動を観察した。 

 飼育実験結果から、電牧線の配線を工

夫した障害物を考案し、濃厚飼料盗食の

現場である牛舎で試験した。野生のタヌ

キに関して、侵入行動を無人ビデオで記

録し、障害物の効果を検証した。その際、

設置資材の適性を試験し、実用化に向け

ての課題の抽出、改良方法を検討した。 

 

４．研究成果 

（1）牧場において、コウモリ類を除く12種の

野生哺乳類（シカ、キツネ、タヌキ、イノシ

シ、アナグマ、テン、ノウサギ、ハクビシン

、ツキノワグマ、イタチ、ニホンリス、カモ

シカ）の生息を確認した。 

（2）自動撮影カメラによる種毎の出没頻度を

解析した結果、シカ、キツネ、タヌキ、イノ



シシ、アナグマでは草地の出没頻度が高く、

前2種は採草地で、残り3種は放牧地でとりわ

け出没頻度が高い傾向を示した。一方、ツキ

ノワグマ、ハクビシン、ノウサギは草地での

出没頻度が低い傾向を示し、ツキノワグマは

放牧地、採草地の出没頻度がともに低くて林

地での出没頻度が高く、残り2種は採草地での

み出没頻度が低い傾向を示した。テンはこれ

らの環境間で同様の出没頻度を示した。以上

の結果から、牧場の土地利用形態の違いに対

し、種毎に異なる出没傾向を示し、シカ、キ

ツネ、タヌキ、イノシシ、アナグマにおいて

草地の誘因が顕著に確認された。 

（3）タイムラプスビデオによる観察の結果、

イノシシ、タヌキ、キツネによる盗食が確認

された。タヌキは、カメラによる撮影頻度で

はシカ、キツネ、に次ぐ値を示し、さらにイ

ノシシでは、これらに加えて、アナグマ、テ

ンに次いでノウサギと同等の値を示しており

、牧場内での活動頻度と比べて盗食行動の出

現頻度が高い傾向にあった。そのため、これ

ら2種は濃厚飼料に誘引され易い種と考えら

れる。一方、シカ、テン、ノウサギは牧場内

での高い出没頻度にも関わらず盗食行動が認

められなかったため、濃厚飼料に誘引されに

くい種と考えられた。イノシシ、タヌキにつ

いて盗食行動の出現傾向を牧場内での活動傾

向と比較したところ、イノシシでは盗食行動

が牧場内での活動傾向と一致し、盗食への依

存が高いと推測された。一方、タヌキでは盗

食行動の出現が日周的傾向は牧場内の活動と

一致するものの、季節的傾向は異なり、盗食

可能なエサ資源量と相関していた。そのため

、タヌキによる盗食行動はイノシシと比べて

機会主義的な傾向にあると考えられた。 

（4）近中四農研大田研究拠点内の牛舎で

盗食していたタヌキを捕獲し、盗食個体

の平均 BMI は、盗食していない個体や野生個

体で確認されている文献値より顕著に高く、

飼育下で飽食状態にあった個体の値に匹敵

した。盗食していたメス個体の繁殖率は

100％であり、高い繁殖状態が維持されてい

た。以上の結果から、タヌキによる濃厚飼料

の盗食は栄養状態および繁殖状態を高め、個

体数増加の一因となることが明らかとなっ

た。 

（5）自動撮影カメラによるデータ解析の

結果、ニホンジカの牧草地への出没頻度と牛

の放牧強度との間に関係は認められず、牛の

放牧がニホンジカの牧草地利用に対して抑制

効果を示す結果は得られなかった。 

 電気柵設置により、イノシシ、タヌキ、キ

ツネの出没頻度は減少し、電気柵による防除

効果が確認された。一方、積雪後にイノシシ

による電気柵内への侵入頻度が急増しており

、積雪時の漏電対策が防除効果を維持する上

で重要となることが示唆された。 

 飼育タヌキ（6ヶ月齢、オス）は、障害物（

柵）を20cmまでは跳び越え、30cmでは手を掛

け乗り越えることが確認できた。また、電牧

線に対しては、自らの目線より高い位置にあ

る場合に強く意識し、線を口でくわえ、頭を

振り、引っ張る行動が見られた。 

 こうした習性を利用し、電牧線の張線を工

夫した電気柵を盗食被害現場の牛舎飼槽下に

設置したところ、侵入するタヌキにおいて効

果的に感電する例が確認できた。また、柵の

資材には厚みの違うベニヤ板と目合いの異な

るトリカルネット（工事現場柵、農業用ネッ

ト資材）を用い、耐久性、作業性などを明ら

かした。設置上の課題を抽出、その克服を図

る工夫など試し、今後の実用化に必要な情報

を収集できた。 
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